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五
月
二
十
五
日
（
土
）
地
元
の

住
民
や
商
店
、
一
身
田
中
学
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一
身

田
寺
内
町
の
清
掃
や
高
田
本
山
専

修
寺
境
内
の
清
掃
・
除
草
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
身
田
寺
内
町
は
、
平
成
二
十

九
年
十
一
月
に
国
宝
指
定
さ
れ
た

２
施
設
を
含
む
高
田
本
山
専
修
寺

を
中
心
と
し
た
寺
内
町
で
、
今
も

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
環
濠
（
か
ん
ご

う
）
が
残
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の

文
化
財
や
歴
史
的
な
町
並
み
を
現

在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
十
五
日
（
木
）
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
三
重
短
期
大
学
か
ら
、
高
台

に
あ
る
一
身
田
上
津
部
田
の
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
学

生
と
教
職
員
が
、
歩
い
て
避
難
し

ま
し
た
。

　

ま
た
学
内
で
は
防
災
啓
発
車
に

よ
る
地
震
体
験
や
煙
体
験
ハ
ウ
ス

に
よ
る
避
難
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
の
確
認
や
災
害
時
の
持
ち

出
し
品
等
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

校
舎
の
３
・
４
階
と
屋
上
は
津

波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
受
け
て
い

る
た
め
、
屋
上
の
緊
急
避
難
場
所

の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
に
よ
り
防
災
意
識
の
一

層
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
15
名
の
学
生
が
機
能

別
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
ま
し

た
。

　

六
月
二
十
三
日
（
日
）
に
津
市

消
防
団
の
夏
季
訓
練
が
あ
り
、
本

学
の
機
能
別
消
防
団
員
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

七
月
四
日
（
木
）
に
は
、
学
内

に
お
い
て
機
能
別
消
防
団
に
よ
り

礼
式
・
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

四

月

二

十

三

日
（

火

）

と

二
十
四
日
（
水
）
三
重
短
期
大
学

生
協
学
生
委
員
会
Ｓ
Ｋ
Ｙ
で
「
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
称
し

て
、
三
重
短
期
大
学
周
辺
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生

か
ら
は
「
雨
が
降
る
場
面
も
あ
り

大
変
で
し
た
が
、
ゴ
ミ
が
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
た
の
で
、
と
て
も
や

り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
重
短
期
大
学
に
学
ぶ
学
生
の
活
力
は
、
地
域
の
大
切
な
財

産
で
す
。

　
学
生
は
学
内
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
に
お
い
て
自
主

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
、
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
大
学
と
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
地
域
連
携
講

座
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
開
催
し
学
習
機
会
を
提
供
す

る
な
ど
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
身
田
寺
内
町
の
清
掃

「地域に活かす　みえ短」

学
報
第
８
号
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

学
　
長 　
村

　

井

　

美

代

子

　

本
年
四
月
に
東
福
寺
一
郎
前
学

長
の
後
任
と
し
て
学
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
の
四

年
間
は
学
生
部
長
と
し
て
、
学
務

や
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
学
生
の
自
治

会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
学
長
と
し
て
、

さ
ら
に
広
く
深
く
大
学
運
営
に
携

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
学

生
と
の
接
点
を
可
能
な
限
り
維
持

し
た
く
、
昼
間
部
で
「
英
語
講
読
」

を
、
夜
間
部
で
「
英
語
Ⅰ
」
と
「
英

語
講
読
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
各
教
員
が
毎
週
一
回
設
定
し

て
い
る
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
に
は
、

可
能
な
限
り
研
究
室
に
在
室
し
、

勉
学
や
進
路
の
こ
と
、
友
人
や
家

族
の
こ
と
な
ど
様
々
な
話
題
を
持

ち
込
む
学
生
と
時
間
を
共
有
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
校
舎
棟
ト
イ
レ
と
体

育
館
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
昭
和
四
十
三
年
に
建
て
ら
れ

た
校
舎
棟
は
五
十
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
大
学
や
短
期
大
学

が
七
年
に
一
度
審
査
を
受
け
る
よ

う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
認
証
評

価
で
は
、
平
成
二
十
二
年
と
平
成

二
十
九
年
い
ず
れ
の
審
査
で
も
、

施
設
の
老
朽
化
が
指
摘
さ
れ
、
改

善
に
向
け
た
努
力
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

課
題
は
老
朽
化
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実

や
ゼ
ミ
な
ど
の
少
人
数
教
育
の
充

実
に
は
、
大
小
様
々
な
教
室
が
必

要
で
す
が
、
数
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
順
次
施
設
整
備
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
今

後
の
在
り
方
と
並
行
し
て
施
設
整

備
の
今
後
の
在
り
方
の
検
討
が
必

要
で
す
。

　

学
長
室
の
書
架
に
、
二
十
年
以

上
前
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。
個
人
情
報
に
関
し
て

大
ら
か
な
時
代
だ
っ
た
ら
し
く
、

学
生
の
出
身
地
が
記
載
さ
れ
、
津

市
や
三
重
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
当

時
も
全
国
か
ら
学
生
が
入
学
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
年

も
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国

各
地
か
ら
学
生
が
入
学
し
、
男
子

学
生
の
割
合
も
三
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
十
八
歳
か
ら
定
年
退
職
を

迎
え
た
年
齢
の
学
生
ま
で
、
ま
た

経
済
的
に
厳
し
く
、
奨
学
金
や
授

業
料
減
免
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

学
ぶ
学
生
、
四
年
制
大
学
を
卒
業

後
さ
ら
に
本
学
で
学
ぶ
学
生
、
あ

る
い
は
他
大
学
を
退
学
し
、
新
た

に
本
学
で
学
び
始
め
る
学
生
、
編

入
学
や
公
務
員
就
職
、
栄
養
士
や

社
会
福
祉
士
、
建
築
士
な
ど
の
資

格
取
得
を
目
指
す
学
生
な
ど
、
小

さ
な
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

様
々
な
学
生
が
集
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
多
様
性
を
尊
重
し
受
け

入
れ
る
心
を
も
っ
て
、
学
生
に
は

仲
間
と
学
び
成
長
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

学
生
機
能
別
消
防
団

短
大
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
活
動



2019年９月１日 第８号
　

生
活
科
学
科
で
は
、
本
年
度

１
６
２
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

内
訳
と
し
ま
し
て
は
、
食
物
栄

養
学
専
攻
49
名
、
生
活
科
学
専
攻

名
（
内
、
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー

ス
45
名
、
居
住
環
境
コ
ー
ス
68
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
科
学
専

攻
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

入
学
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
入
学

者
数
と
な
っ
て
お
り
、
賑
や
か
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
勉
強
だ
け
で

は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
新
入
生
が
多
く
み
う
け
ら
れ
ま

す
。

　

２
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景

気
の
回
復
と
学
生
の
頑
張
り
が
相

ま
っ
て
、
７
月
17
日
現
在
に
お
い

て
、
昨
年
度
同
期
を
大
幅
に
超
え

る
就
職
内
定
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

学
科
の
運
営
と
し
ま
し
て
は
、

２
０
２
１
年
度
開
設
に
向
け
て
食

物
栄
養
学
専
攻
を
食
物
栄
養
学
科

と
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
、

両
専
攻
の
専
門
性
が
高
ま
り
、
時

代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
両

専
攻
を
発
展
的
に
分
離
し
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
構
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ミ
ス
タ
ー
三
重
短
大
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
、
東
福
寺
一
郎
前

学
長
が
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
い

て
当
た
り
前
の
東
福
寺
先
生
が
お

み
え
に
な
ら
な
い
の
は
寂
し
い
限

り
で
す
。
４
月
か
ら
は
、
生
活
福

祉
・
心
理
コ
ー
ス
に
高
橋 

彩
先

生
、
食
物
栄
養
学
専
攻
に
服
部
知

美
先
生
と
い
う
２
名
の
女
性
の
先

生
を
お
迎
え
し
、
女
性
な
ら
で
は

の
き
め
細
や
か
な
学
生
指
導
に
当

た
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

法
経
科
で
は
、
今
年
度
の
新
入

生
と
し
て
、
第
1
部
法
律
コ
ー
ス

に
56
名
、
経
商
コ
ー
ス
に
53
名
、

そ
し
て
第
2
部
に
97
名
を
迎
え
入

れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、

多
く
の
学
生
が
入
学
し
た
こ
と
に

よ
り
、
学
内
は
活
性
化
し
賑
や
か

な
様
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
新
入
生
も
真
面
目
な
学
生
が

多
く
、
講
義
を
き
ち
ん
と
聴
講
し
、

出
席
率
も
高
い
た
め
、
広
い
教
室

が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
ま
た
、
学
業
の
み
な
ら

ず
、
課
外
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が

多
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
例
年
以
上

に
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
2

年
生
に
お
い
て
も
、
各
自
、
就
職

活
動
や
編
入
試
験
に
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

既
に
結
果
を
出
し
て
い
る
学
生
た

ち
が
出
て
き
て
お
り
、
学
生
た
ち

と
共
に
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
こ
数
年
の
間
に
教
員
の
構
成

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

さ
ら
に
昨
年
十
月
に
は
、
三
宅
裕

一
郎
先
生
の
後
任
と
し
て
憲
法
担

当
の
鎌
塚
有
貴
先
生
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
鎌
塚
先
生
は
じ
め
若
い

教
員
が
増
え
た
こ
と
で
、
学
生
と

の
距
離
が
さ
ら
に
近
く
な
り
、
学

生
生
活
や
進
路
の
相
談
に
研
究
室

を
訪
ね
る
学
生
が
多
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
法
経
科
は
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
ま
す
。
二
年
後
の
入

試
制
度
改
変
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
編
も
大
き
な
課
題

で
す
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
法
経
科
第

2
部
に
お
い
て
も
制
度
改
革
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
方
向

へ
発
展
で
き
る
よ
う
、
従
来
の
考

え
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
新
し
い
教

員
の
新
し
い
視
点
を
生
か
し
な
が

ら
、
学
科
内
で
活
発
な
議
論
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法

経

科

の

現

況

法
経
科
学
科
長　
藤
　
枝
　
律
　
子

生
活
科
学
科
の
現
況

生
活
科
学
科
長　
山
　
田
　
徳
　
広



















　

月
に
一
度
、
学
生
部
と
学
生
自

治
会
、
学
祭
実
行
委
員
会
、
三
科

合
同
ク
ラ
ブ
委
員
会
、
生
協
学
生

委
員
会
が
協
議
す
る
「
三
部
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

は
、
学
生
部
と
自
治
会
、
学
祭
実

行
委
員
会
の
三
者
が
協
議
す
る
場

で
あ
っ
た
た
め
「
三
部
会
」
と
呼

ん
で
き
ま
し
た
。
学
生
の
活
動
が

多
様
化
し
、
協
議
に
参
加
す
る
学

生
団
体
も
増
え
ま
し
た
。
学
生
の

要
望
や
提
案
を
聞
き
な
が
ら
、
よ

り
良
い
学
生
生
活
の
あ
り
方
を
一

緒
に
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
主
体

で
行
う
新
入
生
歓
迎
行
事
や
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
大
学
祭

な
ど
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
企
画

を
可
能
な
限
り
支
援
す
る
形
を

と
っ
て
い
ま
す
。
四
月
の
新
入
生

歓
迎
バ
ス
旅
行
に
は
百
名
を
超
え

る
新
入
生
が
参
加
し
、
企
画
・
引

率
し
た
二
年
生
と
も
交
流
を
深
め

る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
七
月
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
が
出

す
模
擬
店
や
、
学
祭
実
行
委
員
会

企
画
の
お
化
け
屋
敷
、
プ
ロ
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
に
、
卒
業
生

や
地
域
に
お
住
い
の
皆
様
な
ど
、

多
数
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル

へ
の
参
加
者
が
増
え
、
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
で
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
入

会
者
が
少
な
い
年
度
も
あ
り
ま
し

た
が
、
近
年
は
学
生
自
治
会
、
生

協
学
生
委
員
会
、
学
祭
実
行
委
員

会
に
も
新
入
生
が
多
数
入
会
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
か
ら
の
要

望
が
強
か
っ
た
校
舎
棟
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
学
生
の
声
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
充
実
し
た
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
実
現
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

学
生
部
長　
石
　
原
　
洋
　
介

　

三
重
短
期
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
二
十
年
四
月
に
本

学
と
地
域
と
の
連
携
事
業
に
取
り

組
む
た
め
の
部
局
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
連
携
事
業
は
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
事

業
も
、
各
方
面
か
ら
の
支
援
を
得

て
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
来
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
主
要
な
三
分
野

に
つ
い
て
現
状
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
連
携
セ
ン
タ
ー
が
最
も
重

要
な
分
野
と
位
置
付
け
て
い
ま
す

生
涯
学
習
機
会
の
提
供
で
は
、「
地

域
連
携
講
座
」
、「
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
」
の
二
つ
の
事
業
が
中
心
に

な
り
ま
す
。「
地
域
連
携
講
座
」
は
、

各
界
の
著
名
な
研
究
者
や
実
務
家

を
招
き
、
本
学
教
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
務
め
て
、
各
研
究
分
野

の
最
先
端
の
知
見
を
市
民
に
提
供

す
る
講
座
で
、
年
二
回
開
講
さ
れ

ま
す
。「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

本
学
の
教
員
が
講
師
と
な
っ
て
、

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
五
日

間
に
10
講
座
開
設
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
、
延
べ
人
数
に
し
て
、
地
域

連
携
講
座
に
七
七
名
、
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
に
五
〇
八
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
政
と
の
連
携
の
分
野
で
は
、

セ
ン
タ
ー
設
立
当
初
か
ら
、
政
策

研
究
・
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
や
津
市
及
び
近
隣
の

自
治
体
の
職
員
を
対
象
に
、
特
定

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
・
研
修

を
行
う
も
の
で
す
。
本
年
度
は
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

『
地
域
課
題
の
政
策
提
言
』
に
関
す

る
研
修
」
を
テ
ー
マ
に
、
津
市
の
職

員
以
外
に
、
鈴
鹿
市
、
松
阪
市
の
職

員
、
さ
ら
に
津
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

三
十
三
総
研
と
の
連
携
事
業
で

あ
る
「
小
論
文
・
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、今
年
で
第
十
三
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。昨
年
の
応
募
数
は
四
四
本
に

の
ぼ
り
、す
っ
か
り
学
生
の
間
に
定

着
し
て
い
ま
す
。本
年
の
テ
ー
マ
は

「
持
続
可
能
な
社
会
」で
す
。多
く
の

学
生
が
夏
休
み
に
こ
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
、更
に
応
募
数
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
高
大
連
携

事
業
、
三
重
大
学
と
の
連
携
事
業
、

「
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
み

え
」
を
通
じ
た
地
域
貢
献
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
な
ど
を

通
じ
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、
三

重
短
期
大
学
と
地
域
と
の
架
け
橋

の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長　
楠
　
本
　
　
　
孝



















　

附
属
図
書
館
の
所
蔵
資
料
は
平

成
三
十
年
度
末
で
図
書
９
９
，

５
２
３
冊
（
和
書
９
４
，８
１
６

冊
、
洋
書
４
，７
０
７
冊
）
、
受
入

れ

雑

誌

１

３

２

種
（
和

雑

誌

１
０
４
種
，
洋
雑
誌
16
種
，
オ
ン
ラ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
12
種
）
、
紀
要

６
８
３
種
、
新
聞
８
種
（
和
新
聞

６
種
、
洋
新
聞
２
種
）、
視
聴
覚
資

料
９
９
７
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
お

り
、
小
規
模
図
書
館
で
あ
り
な
が

ら
、
20
万
冊
を
超
え
る
資
料
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
、
視
聴
覚
資
料
は
、
館
内

の
利
用
者
用
Ｐ
Ｃ
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）

だ
け
で
な
く
、
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
ど
な

た
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

　

利
用
状
況
は
、
平
成
三
十
年
度

は
、
入
館
者
数
１
５
，７
５
７
人
、

貸
出
者
数
３
，３
０
４
人
（
う
ち
一

般
１
２
１
人
）
、
貸
出
冊
数
６
，

４
７
６
冊
（
う
ち
一
般
２
６
６
冊
）

で
す
。

　

図
書
情
報
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、
１
，
１
６
１
件
（
所
蔵
調
査

５
２
９
件
、
事
項
調
査
６
３
２
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
に
２
名
か
ら
始

ま
っ
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

現
在
は
部
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
本
学
で
の
活
動
以
外
に
、
近

隣
の
学
校
図
書
館
で
中
学
生
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
本
を
借
り
る
、
勉

強
す
る
だ
け
の
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
の

た
め
の
調
べ
物
支
援
、
就
職
試
験

や
、
編
入
学
試
験
対
策
資
料
の
提

供
な
ど
、
自
ら
学
ぶ
た
め
の
様
々

な
ツ
ー
ル
提
供
す
る
と
と
も
に
、

図
書
館
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

附
属
図
書
館

　　

平
成
31
年
4
月
に
着
任
し
た
高

橋
彩
と
申
し
ま
す
。
心
理
学
、
発

達
心
理
学
、
心
理
学
基
礎
実
験
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
専
門
は

発
達
心
理
学
で
、
特
に
青
年
期
に

お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
親

子
関
係
、
道
徳
性
の
研
究
に
関
心

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
道
徳
判

断
の
枠
組
み
と
し
て
「
道
徳
」、「
慣

習
」
、
「
個
人
」
の
３
つ
が
あ
る
と

す
る
社
会
的
領
域
理
論
に
基
づ

き
、
青
年
期
の
自
律
性
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
恋
人
と
外

新

任

教

員

の

紹

介

高
橋
　
　
彩

生
活
科
学
科
准
教
授
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泊
す
る
の
は
青
年
の
自
由
な
の
か

（
個
人
）
、
そ
れ
と
も
世
間
的
に
は

ず
か
し
い
こ
と
な
の
か
（
慣
習
）

な
ど
、
親
子
間
で
判
断
領
域
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
判
断
の
変
化
や
個
人
差
を
明
ら

か
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
複
数
の
大
学
で
非
常
勤

講
師
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
短
期

大
学
生
を
教
え
る
の
は
初
め
て
で

す
。
2
年
間
で
幅
広
い
教
養
と
専

門
性
を
身
に
つ
け
た
学
生
を
社
会

へ
送
り
出
す
こ
と
に
対
す
る
責
任

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

学
生
が
三
重
短
期
大
学
で
充
実
し

た
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
研
究
・

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
着
任
し
た
鎌
塚
有

貴
で
す
。
日
本
国
憲
法
、
憲
法
訴

訟
論
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
研
究

テ
ー
マ
は
ド
イ
ツ
の
軍
事
予
算
統

制
で
す
。

　

よ
う
や
く
三
重
県
で
の
生
活
に

も
慣
れ
、
研
究
環
境
も
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
授
業
準

備
の
た
め
の
時
間
を
充
分
と
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
分
、
学
生
と
接

す
る
機
会
も
増
え
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

講
義
は
、
法
経
科
だ
け
で
な
く

生
活
科
学
科
の
学
生
も
履
修
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
両
学
科
に
共
通

す
る
講
義
を
担
当
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
反
面
、
法
学

を
専
攻
し
て
い
な
い
学
生
に
憲
法

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

楽
し
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
は
国
家
の
基
本
法
で
す

が
、
日
常
の
中
で
国
家
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
短
期
大
学
の
学
生
に

と
っ
て
も
、
選
挙
は
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
日
頃
報
道
さ

れ
て
い
る
政
治
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
と
、
憲
法
に
関
す
る
知
識
と
が

正
し
く
結
び
つ
く
よ
う
な
授
業
を

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
助
教
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
服
部
知
美
と

申
し
ま
す
。
私
自
身
も
三
重
短
期

大
学
家
政
科
（
現
生
活
科
学
科
）

食
物
栄
養
専
攻
38
期
の
卒
業
生
で

す
。
平
成
元
年
に
入
学
し
、
令
和

元
年
に
教
員
と
し
て
母
校
に
戻
っ

て
来
れ
ま
し
た
ご
縁
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
栄
養
士
、
管
理
栄

養
士
と
し
て
病
院
、
学
校
給
食
関

係
、
特
定
保
健
指
導
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

栄
養
士
を
目
指
し
て
本
学
で
学

ん
だ
あ
の
頃
の
気
持
ち
を
現
学
生

に
置
き
換
え
な
が
ら
、
ま
た
こ
れ

ま
で
の
栄
養
士
、
管
理
栄
養
士
の

経
験
を
活
か
し
て
、
教
員
と
し
て

精
一
杯
学
生
へ
伝
え
、
実
践
力
の

あ
る
栄
養
士
の
養
成
に
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
健
康
教
育
で

す
。
生
活
習
慣
病
予
備
軍
や
健
康

上
気
に
な
る
点
を
お
持
ち
の
方
に

対
し
て
、
食
生
活
改
善
へ
の
行
動

変
容
の
動
機
付
け
の
一
つ
と
し
て

機
能
性
表
示
食
品
を
取
り
入
れ
た

献
立
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
主

食
、
主
菜
、
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
重
要
性
を

伝
え
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
の
疾

病
予
防
と
健
康
増
進
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

五
月
九
日
、
役
員
会
と
総
会
が

開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
役
員
の

選
任
、
平
成
三
十
年
度
収
入
支
出

決
算
、
令
和
元
年
度
収
入
支
出
予

算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
は
平
松
会
長
、
並
び
に
小
野
副

会
長
に
留
任
い
た
だ
き
、
三
名
の

保
護
者
の
方
々
が
書
記
、
評
議
員

に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
合
計
三
十

名
に
よ
る
役
員
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

　

決
算
で
は
、
就
職
対
策
の
補
助

や
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
な
ど
へ
の
補

助
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
、
本
年

度
予
算
で
は
、
卒
業
式
の
実
施
補

助
や
図
書
購
入
費
の
補
助
、
施
設

充
実
積
立
金
に
つ
い
て
の
説
明
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
振
興
会
は
、
昭
和
二
十
七

年
五
月
の
開
学
直
後
に

発
足
し
、
本
学
の
教
育

目
標
で
あ
る

｢

広
い
分

野
の
総
合
的
な
知
識
と

深
い
専
門
的
学
術
を
教

授
研
究
し
、
豊
か
な
人

間
性
と
高
い
知
性
を
備

え
、
議
論
的
で
自
主
的

な
判
断
能
力
に
加
え
応

用
力
や
実
践
力
の
富
む

有
為
な
人
材
育
成
を
す

る
こ
と｣

の
達
成
の
た

め
に
、
教
育
の
拡
充
や

施
設
整
備
等
の
援
助
を

図
り
、
学
生
が
よ
り
良

い
環
境
の
中
で
学
び
教

養
が
高
め
ら
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
ま
す
。

鎌
塚
　
有
貴

法
経
科
講
師　

服
部
　
知
美

生
活
科
学
科
助
教





































令
和
元
年
度
総
会
を
開
催

三
重
短
期
大
学
教
育
振
興
会

円 円 円

3,713,689 3,713,689 0

19,600,000 19,600,000 0

1,000 10,119 9,119 預金利子119円 クラブ助成返金10,000円

0 0 0

23,314,689 23,323,808 9,119

当初予算額 流用・補正 予算現額 決算額 不用額 備考（主なもの）

円 円 円 円

23,314,689 23,314,689 20,443,224 2,871,465

1,680,000 0 1,680,000 1,574,339 105,661

事 務 職 員 給 与 1,400,000 1,400,000 1,366,251 33,749 振興会臨時職員給与　

通 信 費 140,000 1,046 141,046 141,046 0 学報みえたん、総会通知郵送料等

消 耗 品 費 10,000 10,000 6,766 3,234

手 数 料 80,000 △ 1,046 78,954 60,276 18,678 口座振込手数料

備 品 費 50,000 50,000 0 50,000

100,000 0 100,000 55,674 44,326

会 議 費 20,000 0 20,000 4,704 15,296 役員会・総会　お茶代

役 員 行 動 旅 費 80,000 0 80,000 50,970 29,030 役員会・総会　行動旅費

19,511,000 0 19,511,000 16,813,211 2,697,789

6,731,000 0 6,731,000 5,574,301 1,156,699

研 修 旅 費 補 助 51,000 0 51,000 0 51,000

入学試験啓蒙及び実施補助 1,800,000 1,800,000 1,684,573 115,427 大学案内パンフレット作成費等

清 掃 費 補 助 20,000 0 20,000 12,204 7,796 草刈機替刃

消 耗 品 費 補 助 30,000 0 30,000 20,434 9,566

印 刷 費 補 助 80,000 80,000 66,960 13,040 学報みえたん印刷等

図 書 及 び 備 品 費 補 助 250,000 0 250,000 148,901 101,099 印刷機ドラム取替等

教 員 研 究 費 補 助 4,350,000 0 4,350,000 3,573,220 776,780 学会費補助、消耗品等

特 別 研 究 費 補 助 50,000 0 50,000 0 50,000

学 外 活 動 等 保 険 料 20,000 0 20,000 4,140 15,860 清掃活動保険料

報 償 費 80,000 0 80,000 63,869 16,131 学生高校訪問謝礼

8,070,000 0 8,070,000 6,788,856 1,281,144

学 生 補 導 費 500,000 0 500,000 482,130 17,870 新入生歓迎行事経費、Ｗｉｆｉ接続料

学 外 実 習 費 補 助 120,000 0 120,000 36,504 83,496

厚 生 事 業 費 870,000 0 870,000 740,260 129,740 相談室運営費等

就 職 対 策 費 1,700,000 0 1,700,000 1,242,692 457,308 就職セミナー、編入学講座

食 堂 運 営 費 補 助 600,000 0 600,000 600,000 0 学生食堂運営補助

文 化 事 業 費 2,780,000 0 2,780,000 2,600,000 180,000 クラブ助成金、自治会補助、大学祭補助

交 歓 競 技 会 補 助 400,000 0 400,000 0 400,000

卒 業 式 等 実 施 補 助 1,100,000 0 1,100,000 1,087,270 12,730 卒業記念パーティ補助、学位記ホルダー等

1,750,000 0 1,750,000 1,497,659 252,341

学 術 研 究 費 補 助 500,000 49,885 549,885 549,885 0 地研消耗品費補助

学 術 研 究 旅 費 補 助 700,000 0 700,000 699,720 280 地研旅費補助

研 究 機 関 誌 補 助 250,000 △ 49,885 200,115 140,400 59,715 地研年報印刷費補助

発展計画委員会等補助 300,000 0 300,000 107,654 192,346 ＦＤ活動報告書印刷費

1,810,000 1,810,000 1,808,509 1,491

旅費 0 0 0 0 0 長野県短期大学

報償費 10,000 10,000 10,000 0 図書館講座謝礼

図 書 購 入 費 1,500,000 0 1,500,000 1,499,673 327 学術誌等購入費

印 刷 費 180,000 0 180,000 179,064 936 図書館だより印刷、雑誌製本費

消 耗 品 費 120,000 120,000 119,772 228

1,100,000 1,100,000 1,096,486 3,514

校舎整備費補助 1,100,000 0 1,100,000 1,096,486 3,514 防犯カメラ設置、テニスコート整備等

50,000 0 50,000 47,400 2,600

渉 外 費 補 助 50,000 0 50,000 47,400 2,600 供花・生花代

2,000,000 0 2,000,000 2,000,000 0

積 立 金 2,000,000 0 2,000,000 2,000,000 0

23,689 0 23,689 0 23,689

予 備 費 23,689 0 23,689 0 23,689 歳入決算による

23,314,689 0 23,314,689 20,443,224 2,871,465

平成３０年度教育振興会収入支出決算書
収入 三重短期大学教育振興会

科　　　　　　　目 予算額 決算額
予算額に対する決算額の

比較増減額
備       考

繰 越 金

会 費
新入生会費　　法Ⅰ・生活　　295人 　17,700,000円

　　　　　　　 　　法Ⅱ　　 　　　 76人 　　1,900,000円

雑 収 入
寄 付 金
合 計

支出
科　　　　　　　目

教育振興会費
事務費

会議費

事業費
学校運営費補助

補導厚生費補助

講座研究費補助

附属図書館費補助

校舎整備費補助

渉外費補助

積立金

予備費

合　　　　　計

総会のご案内

保護者各位

令和２年度三重短期大学教育振興会総会は、令和２年5月１４日（木）の開催を予定しています。

収入決算額 ２３，３２３，８０８円 支出決算額 ２０，４４３，２２４円

差引残額 ２，８８０，５８４円 （翌年度繰越金）

同　窓　会　だ　よ　り

−事業報告と決算−

　６月22日（土）に同窓会総代会が開催され、平成29年、30年度

の事業報告と決算報告、会計監査報告、令和元年度の事業計画と

予算が提案され、原案どおり承認されました。

自　H30.4.1

至　H31.3.31 　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項  　  目
予  算  額

(A)

収入済額
(B）

比較増減
(B-A）

摘          要

前 年 度 繰 越 金 8,235,022 8,235,022 0

会　  費  　収 　 入 1,855,000 1,855,000 0 　5,000円×371名
預 金 利 子 収 入 2,000 126 △ 1,874  預金利子　百五銀行 19円、三重銀行 36円

 県職信用組合（定期）71円　

雑収入 0 0 0

合　　　　計 10,092,022 10,090,148 △ 1,874

項  　  目
予  算  額

(A)

支出済額
(B）

比較増減
(A-B）

摘          要

同窓会名簿刊行関係費 100,000 0 100,000

協　 賛 　事　 業 　費 350,000 370,400 △ 20,400 卒業記念パーティー参加費及び参加卒業生への補助金

学長送別会参加　協賛     大学祭協賛

助 　成　 事　 業 　費 1,300,000 1,028,502 271,498  学報みえたん助成　　HP制作費　テニスコート修繕費

　激励金　軽音楽部助成

 クラス会、ゼミ等への助成　　　

　家政科：4期、10期、19期被服　食栄33期

　生活科学科：食栄46期、66期　東福寺ゼミ、駒田ゼミ

卒業記念品作成費 300,000 222,210 77,790 手提袋 学位記ホルダー(29，30年度分　教育振興会と分担)

同窓会だより発行費 350,000 224,560 125,440  会報みえたん　69号、70号　原稿料

会   議   運   営   費 450,000 313,295 136,705  役員会　懇親会　新年会開催費　

事        務        費 200,000 179,726 20,274  通信運搬費、.送金手数料、消耗品、封筒印刷費

予        備        費 42,022 0 42,022

小　　　　　計 3,092,022 2,338,693 753,329

特別事業準備費 7,000,000 0 7,000,000

合　　　　　計 10,092,022 2,338,693 7,753,329

　収入済額 10,090,148円　－　 支出済額 2,338,693円　＝　次年度繰越額 7,751,455円　

現金、預金残高
金　　　額

現　     　　金 30,546
普  通  預  金 720,909

定  期  預  金 7,000,000

計 7,751,455

　  百五銀行　7,000,000円、県職員信用組合0円、三重銀行 0円

平成30年度三重短大同窓会決算書

収　　　           　　　　入

支　　　           　　　　出

摘　　　　                          　　　　　　要
    現金 30,546円　　　　　　

　  百五銀行　720,909円、県職員信用組合 0円 　　

四
月
…
入
学
式
（
五
日
）
、
新
入
生

各

種

ガ

イ

ダ

ン

ス
（
六

日
、
九
日
、
十
日
）
、
前
期
普

通

講

義

開

始
（
十

一

日

～
）
、
健
康
診
断
（
十
九
日
、

二
十
日
）
、
大
津
波
想
定
避

難
訓
練
（
二
十
六
日
）

七
月
…
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
七
日
）
、
前
期
補
講

（
三
十
一
日
）

八
月
…
前
期
補
講
（
一
日
～
三
日
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
七

日
～
九
日
）
、
前
期
追
試

験
（
十
六
日
、
十
七
日
、

二
十
日
）

九
月
…
前
期
成
績
発
表
（
二
十

日
）
、
関
連
分
野
入
学
試

験
（
二
十
二
日
）
、
後
期

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
二
十
日
）
、
後
期
講
義
開

始
（
二
十
七
日
～
）

十
月
…
受
験
相
談
会
（
十
三
日
）

十

一

月

…

大

学

祭
（
十

七

日
）
、

推
薦
入
学
試
験
（
二
十
四

日
、
二
十
五
日
）

十
二
月
…
受
験
相
談
会
（
二
十
二

日
）
、
冬
季
休
業
（
二
十
七

日
～
一
月
四
日
）

一
月
…
後
期
普
通
講
義
再
開
（
七

日

～
）
、
後

期

補

講

（
二
十
八
日
～
二
月
一
日
）

二
月
…
一
般
入
学
試
験
（
五
日
、

六
日
）
、
法
経
科
第
２
部

受

験

相

談

会
（
九

日
）
、

後
期
追
試
験
（
十
三
日
～

十
五
日
）

三
月
…
後
期
成
績
発
表
（
一
日
）
、

法
経
科
第
２
部
入
学
試
験

（
十
日
）
、
学
位
記
授
与
式

（
二
十
一
日
）

平
成
三
十
年
度
の
学
事
報
告

大

学

総

務

課
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学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
就
職
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
就
職
支
援
室

で
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

は
、
求
人
票
や
就
職
試
験
受
験
報

告
書
、
企
業
説
明
会
案
内
な
ど
の

各
種
資
料
を
備
え
、
通
常
期
は
週

に
２
～
３
日
、
繁
忙
期
は
週
に
４

日
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

常
駐
し
て
進
路
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
以
前
は
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ　

Ｒ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
の
中
に
面
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
別
途

面
談
室
を
設
け
、
面
接
指
導
や
マ

ナ
ー
指
導
を
よ
り
実
践
的
に
細
や

か
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
前
に
立
ち
上
が
っ
た

「
就
活
サ
ー
ク
ル
」
で
は
、
９
月
ご

ろ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
企

業
に
送
る
求
人
票
送
付
依
頼
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
近
く
に

あ
る
キ
ャ
リ
ア
資
料
室
に
は
、
各

大
学
の
編
入
学
生
募
集
要
項
や
編

入
学
試
験
受
験
報
告
書
、
卒
業
生

が
寄
贈
し
て
く
れ
た
編
入
学
試
験

対
策
テ
キ
ス
ト
な
ど
が
あ
り
、
編

入
学
希
望
者
が
活
用
し
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
担
当
教
員
や
ク
ラ
ス
担

任
教
員
も
、
履
歴
書
や
志
望
理
由

書
の
添
削
、
面
接
練
習
な
ど
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
資

料
室
に
は
、
公
務
員
試
験
受
験
報

告
書
や
公
務
員
試
験
受
験
案
内
な

ど
の
資
料
も
あ
り
、
公
務
員
志
望

者
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
に
開
講
し
て
い
る
「
キ
ャ

リ
ア
形
成
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
今
年

度
２
６
６
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
大
半
は
新
入
生
で
、
前

葉
泰
幸
津
市
長
を
は
じ
め
、
毎
回

様
々
な
分
野
の
講
師
か
ら
お
話
を

聴
き
、
多
様
な
職
業
観
や
人
生
観

に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
後

の
進
路
選
択
に
役
立
て
て
い
ま

す
。
講
義
時
間
内
に
ミ
ニ
レ
ポ
ー

ト
の
作
成
を
課
し
、
限
ら
れ
た
時

間
で
意
見
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

レ
ポ
ー
ト
は
各
講
師
に
す
べ
て
目

を
通
し
て
い
た
だ
き
、
レ
ポ
ー
ト

に
記
載
さ
れ
た
学
生
か
ら
の
質
問

に
も
丁
寧
な
回
答
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
報
・

採
用
選
考
と
も
に
活
動
開
始
時
期

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
２
年

生
と
同
様
に
、
現
１
年
生
は
後
期

か
ら
開
催
さ
れ
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
参
加
し
、
就
職
活
動
に
臨
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
年
同
様
、
土
曜
日
に
は
編
入

学
講
座
、
公
務
員
講
座
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
編
入
学
講
座
で
は
英

語
と
小
論
文
の
講
義
を
行
い
、
三

重
大
学
編
入
学
対
策
も
行
っ
て
い

ま
す
。
公
務
員
講
座
に
つ
い
て
は

１
年
生
か
ら
受
講
す
る
熱
心
な
学

生
も
多
く
、
全
国
模
試
を
受
験
し

て
自
分
の
達
成
度
を
確
認
し
、
ま

ず
は
一
次
試
験
突
破
を
目
標
に
勉

強
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
の
就
職
内
定
者
は
、
昨

年
同
様
の
順
調
な
滑
り
出
し
で

す
。
編
入
学
に
つ
い
て
は
、
三
重

大
学
人
文
学
部
に
現
時
点
で
３
名

の
一
般
推
薦
の
合
格
者
が
出
て
い

ま
す
。
編
入
学
試
験
、
公
務
員
試

験
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
本
番
の
時

期
を
迎
え
ま
す
。　

　
　

法
経
科
第
1

部
自
治
会
長　

菊　

谷　

海　

成

　

私
た
ち
一
部
自
治
会
は
法
経
科

第
一
部
と
生
活
科
学
科
の
学
生
で

構
成
さ
れ
て
ま
す
。
主
な
活
動
内

容
は
、
新
入
生
歓
迎
バ
ス
旅
行
の

企
画
運
営
や
７
月
の
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
11
月
の
大
学
祭
の

準
備
、
片
付
け
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
を
代
表

し
て
、
新
入
生
の
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
や
大
学
周
辺
の
清
掃

活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
も
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
自
治
会

は
同
窓
会
役
員
会
に
も
出
席
し
、

大
学
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
と
意
見

交
換
を
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
さ
ら
に
活
動
内
容
を
増
や
し
、

新
た
な
活
動
も
企
画
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
二
年
と
い
う
短

い
大
学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
た

い
方
は
ぜ
ひ
一
部
自
治
会
へ
！

法
経
科
第
２
部
自
治
会
長　

香　

川　

梨　

那

　

二
部
自
治
会
は
、
二
年
生
20
人
、

一
年
生
20
人
、
合
計
40
人
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
主

な
活
動
は
、
二
部
の
歓
迎
パ
ー
テ

ィ
や
、
バ
ス
旅
行
の
運
営
、
企
画
、

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
緑
化
活
動
、

サ
マ
フ
ェ
ス
や
学
校
祭
な
ど
二
部

自
治
会
と
し
て
、
出
店
し
た
り
、

設
営
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
、
部

会
を
開
い
て
お
り
、
活
動
の
企
画

や
活
動
後
の
反
省
会
な
ど
を
設

け
、
次
の
活
動
に
向
け
て
、
自
治

会
委
員
の
み
ん
な
で
協
力
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
治
会
委

員
と
協
力
し
、
み
ん
な
が
こ
の
学

校
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
「
私
も
自
治
会
に
入
っ

て
、
学
校
を
楽
し
く
し
た
り
、
も
っ

と
学
校
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
一
度
、

二
部
自
治
会
の
方
に
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

　

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　

峯　
　
　

春　

香

　

私
た
ち
学
祭
実
行
委
員
会
は
、７

月
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

11
月
の
大
学
祭
の
企
画
、運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
、様
々
な
出

店
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
、教
室
で
行
わ

れ
る
企
画
な
ど
、学
生
だ
け
で
な

く
、た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
６
日
に
開
催
し
た
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
ゼ
ミ
や

サ
ー
ク
ル
の
出
店
、
軽
音
部
の
ラ

イ
ブ
や
歌
う
ま
選
手
権
、
45
教
室

で
お
化
け
屋
敷
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
よ
り
も

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
た

こ
と
は
今
ま
で
に
な
く
、
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ぶ

ん
「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
い
っ
た

声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

11
月
の
大
学
祭
で
は
、
学
生
だ

け
で
な
く
、
卒
業
生
の
皆
様
、
地

域
の
方
々
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、

私
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
た
大
学
祭

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
を
笑
顔

に
で
き
る
よ
う
な
、
楽
し
め
る
企

画
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
た
よ
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会

学
生
自
治
会
だ
よ
り

自
治
会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会








































１
部
自
治
会

　

平
成
30
年
度
の
企
業
の
採
用
活

動
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同
様

に
広
報
の
解
禁
が
３
月
、
採
用
選

考
の
開
始
が
６
月
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
早
い
段
階
で
採
用
活
動

を
開
始
す
る
企
業
が
い
る
一
方

で
、
内
定
を
得
て
も
納
得
の
い
く

ま
で
就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
も

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
結
果
と
し

て
就
職
活
動
は
長
期
に
渡
り
ま
し

た
。
ま
た
、
雇
用
環
境
が
売
り
手

市
場
と
言
わ
れ
る
状
況
の
中
に
お

い
て
も
、
多
く
の
内
定
を
得
る
学

生
が
い
る
一
方
、
思
う
よ
う
に
内

定
を
得
ら
れ
な
い
学
生
も
お
り
、

二
極
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
学
の
就
職

率
は
97
・
１
％
と
な
り
、
７
年
連

続
で
90
％
を
超
え
、
特
に
直
近
５

年
間
は
95
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

進
路
状
況
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

法
経
科
第
１
部
卒
業
者
93
名

中
、
進
学
14
名
（
う
ち
大
学
編
入

13
名
）、
就
職
67
名
（
う
ち
公
務
員

15
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
経

科
第
２
部
は
卒
業
生
76
名
中
、
進

学
11
名
（
同
11
名
）
、
就
職
32
名

（
同
４
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

活
科
学
科
食
物
栄
養
学
専
攻
は
卒

業
生
46
名
中
、
進
学
７
名
（
同
６

名
）
、
就
職
37
名
（
同
１
名
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
科
学
科
生

活
科
学
専
攻
は
、
卒
業
生
91
名
中
、

進
学
18
名
（
同
16
名
）、
就
職
62
名

（
同
４
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

編
入
学
先
と
し
て
は
、
国
公
立

大
学
24
名
（
三
重
大
学
14
名
、
静

岡
２
名
、
島
根
２
名
、
名
桜
２
名
、

和
歌
山
、
福
井
、
佐
賀
、
室
蘭
工

業
）
、
私
立
大
学
22
名
（
龍
谷
３

名
、
関
西
福
祉
科
学
２
名
、
名
古

屋
学
院
２
名
、
大
阪
経
済
２
名
、

東
京
理
科
、
関
西
、
南
山
、
日
本
、
京

都
産
業
、
名
城
、
神
戸
女
子
、
岐

阜
女
子
、
神
戸
芸
術
工
科
、
国
士

館
、
愛
知
工
業
、
大
阪
経
済
法
科
、

日
本
社
会
事
業
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
就
職
先
と
し
て
は
、
法

経
科
第
１
部
法
律
コ
ー
ス
で
は
、

公
務
員
（
愛
知
県
庁
、
三
重
県
庁
、

三
重
県
警
察
、
津
市
、
鈴
鹿
市
、

松
阪
市
、
志
摩
市
な
ど
）、
法
経
科

第
１
部
経
商
コ
ー
ス
で
は
金
融
機

関
、
生
活
科
学
科
食
物
栄
養
学
専

攻
で
は
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
や
医
療

機
関
、
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専

攻
で
は
住
宅
・
不
動
産
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
、
学
科
の
特
色
を
生

か
し
た
希
望
先
に
就
職
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
３
月
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
学
位
記
授
与
式
に
お
き
ま
し

て
次
の
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

食
物
栄
養
専
攻
並
び
に
生
活
科

学
専
攻
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス

の
成
績
優
秀
者
に
対
し
、
社
団
法

人
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
、

並
び
に
一
般
社
団
法
人
日
本
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
よ

り
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
表
彰

　
食
物
栄
養
学
専
攻

　
杉
野
　
侑
菜

 

（
す
ぎ
の
　
ゆ
う
な
）

●
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
表
彰

　
生
活
科
学
専
攻
　
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス

　
柳
瀬
　
望
美

 

（
や
な
せ
　
の
ぞ
み
）

平
成
三
十
年
度
進
路
状
況

学

　

生

　

部

２
部
自
治
会

大
学
祭
実
行
委
員
会

成
績
優
秀
者
表
彰
（
学
位
記
授
与
式
）

大

学

総

務

課

杉野　侑菜さん

柳瀬　望美さん


